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　　　　　　　z－s　 　 　 　 　＝R ．””．”．．．．”．”．．．．．”．．．，．．”．”．，．．（ll），　1．
　　　　　　　g－s
　Rは銀河の何倍かを表す値で，こSでは比較銀河階級と呼ぶ．今g－s・＝n，
Z－g＝＝mと置けばz－s　・m＋nとなり，比較銀河法に於けるz，g，　s，三者の
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關係を，攣光星観測に於ける比例法と同様にZ（m）g（n）Sと記録してもよく，
その揚合
　　　　　　　f〈＝一一tttll　，．，．．．，　一．．．．．　．．，．”，．，．．　，，．，．，”e（II），　！2’
　　　　　　　　　　n
となる・
　夜光の代りに光度の無限小な暗黒を假想するが如きは不可である．
　Rは各銀河の光度の異るによって攣る故，統計的研究の際にはいつれかの
銀河のそれに引直しだものを用ふる必要がある．
　筆者はこの統計的調査に際しては，Aの銀河を標準として撰んだ．標準銀
河のそれに換算したRを標準銀河階級と呼ぶ．Aの銀河を基準にとったの
は，東西爾天の槻弓を通じて比較銀河に採られる事が最も多いからである，
直観法と比較銀河法による光度観測の間には，長期間の観測結果より統計的
に密接な二二が認められ，そしてそれより各比較銀河の光度を導き出す事が
出託る．
　筆者の観測につv・て，直観法の観測のF．V．　B．　vBの各階級毎に，問時に
行った比較銀河法では各銀河を三倍に見積ってみるかを調査した．
　邸ち直襯法の各階級毎に，各銀河に於けるRの値の李均を求めると第二
表の如くなる．
　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表
　　　　　　　　　　　　F，　V．　B．　vB　　　　　　　A．　1．5　2，　3・　3．53　4．9
　　　　　　　1sl．　1．3　2．25　3．8　一
　　　　　　　L，　O．8　1．8　2．85　，t．O
　　　　　　　C，　O．7・’i’　1．一i　2．5　一
　　　　　　　〇．　一一　’．fiu．　＋H．　一
　表について例をとって説明すると，Fと見た一一geの観測にては，　Aの銀河
では卒均1．5倍，Mでは1．3倍等々に見積ってみることになる、
　嗣様の統計をO．A．　A．の観測結栗について行って見ると第三表の如くな
るe
　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　表
　　　　　　　　　　　　F，　XJ．　IS．　vB　　　　　　　Ae　L3　2－t　3・1　4．1
　　　　　　　1・S．　1，6　2・　．1　3．2　4．1
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　　　　　　　Ih　O．95　1，8　2．6　／S．1
　　　　　　　（；．　O，7　1．L）　2．．5　4．2一，
　　　　　　　O，　1．2　，．P．，；・；　一一
　直観法は各個入に依って階級のと1）方に相違を豫想し得るにも不拘，第二
表と第三表の間には可成りの級を慰「斗す・
　饗日照の観測にも第一表の比較銀河を探用するのであるが，これは黄道光
に比し，一一re淡い光である爲・観測は更に困難を加へる・謝日照の光度が銀
河のそれに匹敵し得る事は稀で・從って三筆より導いたRの李均値も黄道
光のそれよりは小さV値をとる
筆者の1931年赦以來の約90日目封日照の観測について第二表と同様の統計
をとって第四表を得た
iX．．
“．L
J．．
cl，
0・
　　第　　四　　表
F，　X’．　F，．
e．　oe　ts　｛）　．7　：’｝　一一
〇．7　1．！5　一一
．．．．　e．33　一一一一
mm．@O．36　一一f｝．5　O．5　4
vB’
　第二，第三，第四の表に於て直観法の各階級に於ける黄道光の光度をそれ
ぞれ淀し硯ると・肉眼蜆られ観・の三脚（II）・式・り養砒伽
る．
肚の三麹直灘略球脚に養の値を・購睦観して，之酪
表毎に観測敷の重みを附して軍均して第五表を得た．
銀河
A．
M，
1．．
（．：a
o，
第二表
　1．O
O．95
　1．9，
　1．9．　5
?
　五
第三表
1．O
O．95
1．4
2・”e
　l．4
表
第四表
1．O
O．75
2．2
．Q，．1
　1．1
挙均
1．O
O．91
1．76
2・．08
．1　．3
　この表の第五行目李均の欄は第二，第三表より得た値に第四表のそれよゆ
2倍の重慣を附して不均したもので，ある程度まで銀河の光度を示してみる
が，標準銀河等級への引直しに探用するには種々の誤差が混入してみて不適
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當である．系統的相違の内で最も大きv・ものは，天頂距離の相違によって生
歩る見かけの銀河光度の攣化で，Mの銀河の如きは南中時に於ても天頂距離
が比較的大嚢い爲に實光と相隔ること遠い．
　この表とは別に，後に述べる光度計：方法によって直接天頂にある時の銀河
の光度を測定して第六表の如く李均値Gを得た．Gは各比較銀河の光度を
mの銀河のそれを1．0として，ポグソン階級に目つた悉のである．
銀河
w
M，
L
c．．
r｝卜
?
六　　表
G（標準銀河等級）
　　　g．0
　　　1’i　一i
　　　3，75
　　　2．01
　　　1．44
　Aと他の一比較銀河の光度qE確に言へば照明束）をそれぞれIA，　lcとし，
標準銀河等級をそれぞれ9A，9cとすれば
　　　　　　　g．’c－gA：；’：i51，Jg十lt一　．．．，．．．．，．．．，．．．．．．．．．．．．．．（tu，　tt．，
　第六表Gは9A窟1．0とせるgcの値である・
観測された比較銀河階級Rcよ｝）標準銀河Aの階級RAに引直すtlct’［l
　　　　　　　R．．，一u11t）c．tgc　e．＝tii．．．，“．．．．，．．．．一．．．，．．．．．．，（n），4
　　　　　　　　　　　gTA－5
　9c，9Aは比較にとった銀河C及標準銀河AのG，　eは銀河の。減光度，
sは夜光の光度で，観測によって得た快晴の室の軍均歌態として0．52を探用
すると，（H），4式は
　　　　　　　1〈．一一ntRC’（S’oC．lilgHS）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（II），　tt）
　天室上の任意の天頂距離にある二つの比較銀河の肉眼に感ずる明るさの比
R。は各銀河のGをそれぞれ，9i，92減光度をe】，　e2とすれば
　　　　　　　R．＝＝W／IEIg；ii“一’　．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．“”．af），　6
　銀河力尺頂近くにあって，減光を殆んど無視し得る揚合のR、，は各銀河と
夜光の光度差の比となって見られるのである．
　夜光の光度は嚴密に言へば，常に一定したものでなく，天頂距離によって
異り・又同一天頂距離にても察の逆子llCよつて差がある詳細なことは別に
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がる・銀河に封ず駄氣の蹴謙の爲・踊・seeing良知黄翫及人
工光の妨害なき天室に於て・二つの比較銀河の内一一一一つが天頂に下る様適當な
時角を撲び・（II）・6式のR・を観測する・
天頂vaある銀河のGを9・・減光。鍔。とすれば
　　　　　　　ご，R。一豊：二巴二
　　　　　　　　　　　　tJq．一S
　これよb所要の天頂距離に於ける減光度eを求め得る．第一圖はかくして
得た減光度で，標準銀河等級を縦に・天頂距離を横にとって作圖したもので
ある．（縷）
　　　　　　　　　　　　第一圏銀河減光農
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t．6
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1．o
o置
ob
餌
??
?→
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　　eo　lo一沃項巨錫
txsc　’：
　魯　　　’ト＼　　　・　・
　　　　　　S）一
すδ　　s。　　r・ ’S／r　le
　　　　　　　　　　　フラ〉スの日食観測遠征隊
　　　　　　　　　　　　　（1’　Astronomie　49一・ll）
　來る6月19Hの皆既日食は，「romslcのあたりで最長2分21秒間を見るが，バリ天交
i嚢では，∫acques　Camus氏を隊長として，カスピ海の北Orenbevrg市の郊外に襯測隊
を派遣する由．同地の皆既時間は1分・56秒である
